
ろうきんの理念
　ろうきんは、働く人の夢と共感を創造する協同組織の
福祉金融機関です。

　ろうきんは、会員が行う経済・福祉・環境および文化
にかかわる活動を促進し、人々が喜びをもって共生でき
る社会の実現に寄与することを目的とします。

　ろうきんは、働く人の団体、広く市民の参加による団体
を会員とし、そのネットワークによって成り立っています。

　会員は、平等の立場でろうきんの運営に参画し、運動と
事業の発展に努めます。

　ろうきんは、誠実・公正および公開を旨とし、健全経営
に徹して会員の信頼に応えます。

コンプライアンス態勢の確立
　当金庫では、コンプライアンス経営の実践を経営の
基本姿勢として明確にするとともに、責任ある経営体制
の整備・監視機能の強化等をとおして法令等遵守態勢を
確立し、引き続き、役職員の法令等遵守意識の醸成を図っ
ています。

金融円滑化の取り組み
　当金庫は、地域の中小企業並びに住宅資金等の借入を
個人でご利用いただいているお客様の貸付条件の変更等
のご相談などに迅速かつ適切に対応するため、関係法令
等に従い、基本方針や態勢整備を定め、役職員一同、全
力を傾注して取り組んでいます。

■ 表示方法等について
1．上半期決算については、法定されておりませんので、会計監査人監査の対象となっ
ておりません。

2．各表に表示した金額は、特段のことわりがない限り、単位未満の端数を切り捨てて
記載しています。

3．合計と内訳がある場合は、それぞれ切り捨てて記載していますので、合計と内訳の
計が一致しない場合があります。

4．比率は小数点第3位を切り捨てし、第2位まで記載しています。
５．その他
 「ー」：該当数値がない場合、「0」：単位未満の数値がある場合、「△」：マイナス値
の場合を表示しています。
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　2011年３月11日に発生した東日本大震災により被災された方々、
そして今なお津波被害や原発事故等の影響により避難生活を強いら
れている多くの方々に衷心よりお見舞い申し上げます。また、被災
地域の復旧・復興に尽力されているみなさまには敬意を表します。
　東北労働金庫では、今後も常に被災地の状況把握に努め、被災
された方々や被災地域を支援する取り組みを継続してまいります。
　なお、下記の状況や各種取り組みについては、2012年 10月
31日現在の内容となります。

１．店舗および自動機の復旧状況
　富岡支店については、現在においても原発事故による避難地域に指定さ
れていることから、平支店内で営業を行っておりますが、高田支店につい
ては、2011年11月21日よりプレハブ店舗をオープンし、通常営業を再
開しております。
　自動機については、石巻支店「本草園出張所（ＡＴＭ）」、富岡支店「外
壁ＡＴＭ」が、現在においても大震災の影響により稼動を休止しております。
　なお、その他の店舗および自動機については、通常通り営業・稼動して
おります。

２．被災された方々を支援する取り組み
（1）低金利の「特別災害ローン」の取り扱い
　下記の災害ローンについては被災された方々の状況を鑑み、受付期間を
３年間延長いたしました。

特別災害ローン（無担保）
お使いみち 生活再建および復旧に必要な資金をご融資します。

受付期間 2016年３月末までの申込受付・実行分まで

金 利 固定　年0.80％（保証料は別途お客様負担となります。）

実績（累計） 4,141件　7,577,440千円

特別災害ローンⅡ（無担保）

お使いみち

生活再建および復旧に必要な資金と当金庫でご利用中の「マ
イカーローン、無担保住宅ローン、教育ローン」を一本化す
る資金をご融資します。なお、他行や信販会社等でご利用さ
れている「自動車ローン」との一本化も可能です。

受付期間 2016年3月末までの申込受付・実行分まで

金 利 固定　年1.50％（保証料は別途お客様負担となります。）

実績（累計） 363件	 1,007,750千円

大きな支援の輪で東北に元気を！
東日本大震災への取り組みについて
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（2）住宅ローン（有担保）をご利用いただいているお客様への負担軽減対応
　大震災により住宅が半壊・大規模半壊・全壊となった方、または、原発
事故によりローン対象物件である自宅が避難地域等となっているお客様
へ、ご利用中の住宅ローンの年度末残高0.3%相当額を年1回（2012〜
2014年の３年間）、お客様の普通預金口座へキャッシュバックしておりま
す。なお、2012年（2011年度分）については、総額102,688,649円
のキャッシュバックを実施いたしました。
　2012年1月末をもって申請受付は終了しておりますが、家屋の損壊状
況が一部損壊から半壊・大規模半壊・全壊に変更となった方、従来の基準
を満たしており申請が未了であった方については受け付けております。

（3）返済期日の猶予
　被災され一時的に返済が困難なお客様に対して当初3ヵ月（半年賦は１
回まで）返済を猶予いたしました。その後、お客様の状況を考慮した上で、
期日延長をされている方に限り月賦は最長2012年９月、半年賦は2012
年夏季返済分まで、返済期日を延長いたしました。

（4）二重ローン問題への対応
　大震災の影響によりご利用中の住宅ローン等の返済が困難となったお客
様について、専担者を配置し「個人債務者の私的整理に関するガイドライ
ン」に沿った債務整理等に関するご相談を受け付けております。また、被
災県が実施している二重ローン対策事業に対し、当金庫として積極的な支
援を行っております。

（5）振込手数料の免除対応
　会員団体等がろうきんで開設している義援金振込口座へのお振込につい
て、窓口振込手数料の免除対応を行っております。

（6）復興支援助成金制度の取り組み
　東北６県に主たる事務所を有しているＮＰＯ団体やボランティア団体等で、
大震災からの復旧・復興・被災者支援について顕著な功績をあげている団体
に対し、助成金を提供することで活動を支援いたします。2012年 10月１
日〜11月30日の期間で募集し、支援先を選定することとしております。

（7）震災遺児進学支援金の取り組み
　お客様の預金口座からの口座振替により行う、あしなが育英会「東日本大
地震・津波遺児募金」を受け付けております。

特別災害ローン（不動産担保）
お使いみち 生活再建および復旧のための住宅関連資金をご融資します。

受付期間 2016年３月末までの申込受付・2016年9月末実行分まで

金 利

固定金利選択型　３年　年0.80％
固定金利選択型　５年　年1.05％
固定金利選択型	10年　年1.30％
※保証料は別途お客様負担となります。なお、団体会員の間接構成員
の方は当金庫が負担します。

実績（累計） 499件　9,880,150千円
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預金・貸出金の動向

　預金残高は、上半期424億円増加し、1兆6,040億円となりました。
　大震災関連の払い戻し等の影響がありましたが、団体預金や退職者向け
定期預金が増加したことなどによります。

預　金 （譲渡性預金を含む）

貸出金
　貸出金残高は、上半期68億円減少し、1兆588億円となりました。
　大震災以降、主力商品である住宅ローンを中心に期首の残高を下回る
状況が続いています。

　当金庫の2012年度上半期（2012年４月１日から
2012年9月30日）における経営内容についてお知らせ
いたします。
　半期開示については、法定されておりませんが、直
近の経営内容を広くみなさまに知っていただくために
自主的に行うものです。

2012年3月末

15,616
（15,481）

2012年9月末

16,040
（16,070）

2011年3月末

14,772
（14,673）

2011年9月末

15,527
（15,372）

2012年9月末

10,588
（10,612）

2012年3月末

10,656
（10,726）

2011年9月末

10,707
（10,731）

2011年3月末

10,785
（10,719）
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自己資本比率 （単体）

　自己資本比率は、金融機関の経営の健全性を判断する指標の一つで、当金
庫の2012年9月末の数値は、10.08％となりました。 
　国内基準である4％を大きく上回っており、引き続き高い水準を維持しています。

損益の状況
　業務純益は、金融機関本来の業務活動（資金の運用・調達、サービスの
提供等）によって得られた利益で、当期は19億77百万円となり、前年同期
比で1億59百万円の減益となりました。 
　これは、預金利息の減少（4億10百万円）と有価証券利息配当金の増加
（4億16百万円）があったものの、貸出金利息の減少（5億57百万円）と経
費の増加（4億11百万円）などによります。
 業務純益から一般貸倒引当金繰入額や債券による損益を除いたコア業務
純益は19億21百万円となり、前年同期比で2億16百万円の減益となりま
した。（コア業務純益は、業務純益から有価証券の売買益（56百万円）を除
いた額となります。）
　上半期の事業活動の成果を示す経常利益は19億42百万円となり、前年
同期比で68百万円の減益となりました。
　経常利益に特別に発生した利益・損失を加減した税引前当期純利益は
19億36百万円で、それに法人税等を加減した当期純利益は13億42百万
円となり、前年同期比で6億96百万円の増益となりました。 
　これは、前期は特別損失に山形労信協の支援金支払いに備えた引当金7億
2百万円を計上しましたが、今期は新たな繰入が無かったことなどによります。
なお、同引当金は前回決算で最終的に5億19百万円を引き当てています。

（注）当金庫では、9月期決算を法定されていませんが、内部規程に基づき、3月末本決算に準じた仮決算
を行っています。上記9月末の自己資本比率は、この仮決算結果に基づいて算定した概算値です。 
なお、銀行等の自己資本比率規制の一部を弾力化する特例により、2009年3月期からは有価証券の評
価損を、自己資本の基本的項目(Tier１)から控除しないこととされています。また、「Tier１比率」とは、自
己資本比率算定上の基本的項目の合計額を、自己資本比率算定上の分母額で除した百分率です。
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比
率

9.79
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比
率
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己
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本
比
率

（単位：百万円、％）

1.30％

リスク管理債権
比率

⬅破綻先債権 0.09％

⬅3ヵ月以上延滞債権 0.05％

⬅延滞債権 1.16％

（注）金額については、単位未満を四捨五入して表示しています。したがって、内訳合計と合計欄が一致
しない場合があります。

■売買目的有価証券については保有しておりません。   

（注）1. 2012年9月末の「評価差額」及び「うち損・益」は、2012年9月末の帳簿価額（償却原価法適用後、
減損処理後）と時価との差額を計上しています。   

2. 満期保有目的の債券及び子会社・子法人等株式及び関連法人等株式に係る「貸借対照表計上額」
（帳簿価額）及び「差額」（含み損益）は以下のとおりです。

資産内容の開示

有価証券の時価情報

　総貸出金残高に占めるリスク管理債権額の割合は、2012年9月末現在
で1.30％となっております。   

（単位：百万円）

（単位：百万円）

リスク管理債権の状況

金融再生法ベースの債権区分による開示

破 綻 先 債 権
延 滞 債 権
3 カ 月 以 上 延 滞 債 権
貸 出 条 件 緩 和 債 権
合 計
貸 出 金 残 高
リ ス ク 管 理 債 権 比 率

956
12,739
763
ー

14,459
1,065,651

1.35

961
12,311
557
ー

13,830
1,058,835

1.30

2012 年 3月末項　　目 2012年 9月末

（単位：百万円、％）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危 険 債 権
要 管 理 債 権
合 計
保 全 額
保 全 率
正 常 債 権

株　式
債　券
その他

4,451
9,546
764

14,761
14,540
98.50

1,053,541

4,572
8,981
558

14,111
13,915
98.61

1,047,219

2012 年 3月末項　　目 2012年 9月末

2012年 3月末
時 価 評価差額

うち益 うち損
時 価 評価差額

うち益 うち損

2012 年 9月末

その他有価証券

2,000

315

△ 42

ー

2,000

315

△ 38

ー

ー

ー

2012 年 3月末
帳簿
価額

含み損益
うち益 うち損

帳簿
価額

含み損益
うち益 うち損

2012 年 9月末

満期保有目的債券
子会社・子法人等株式
及び関連法人等株式

貸出金

9.91 10.08

2011年3月末 2011年9月末
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9.82 9.93

4,387
－

4,458
△ 70

276,169
14

274,226
1,929

79
－
9
70

7,982
－

8,007
△ 25

8,074
－

8,074
－

91
－
66
25

339,689
14

337,700
1,974

0

ー

42

ー

38

ー

4,467
－

4,467
－

1,342

自
己
資
本
比
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（4億16百万円）があったものの、貸出金利息の減少（5億57百万円）と経
費の増加（4億11百万円）などによります。
 業務純益から一般貸倒引当金繰入額や債券による損益を除いたコア業務
純益は19億21百万円となり、前年同期比で2億16百万円の減益となりま
した。（コア業務純益は、業務純益から有価証券の売買益（56百万円）を除
いた額となります。）
　上半期の事業活動の成果を示す経常利益は19億42百万円となり、前年
同期比で68百万円の減益となりました。
　経常利益に特別に発生した利益・損失を加減した税引前当期純利益は
19億36百万円で、それに法人税等を加減した当期純利益は13億42百万
円となり、前年同期比で6億96百万円の増益となりました。 
　これは、前期は特別損失に山形労信協の支援金支払いに備えた引当金7億
2百万円を計上しましたが、今期は新たな繰入が無かったことなどによります。
なお、同引当金は前回決算で最終的に5億19百万円を引き当てています。

（注）当金庫では、9月期決算を法定されていませんが、内部規程に基づき、3月末本決算に準じた仮決算
を行っています。上記9月末の自己資本比率は、この仮決算結果に基づいて算定した概算値です。 
なお、銀行等の自己資本比率規制の一部を弾力化する特例により、2009年3月期からは有価証券の評
価損を、自己資本の基本的項目(Tier１)から控除しないこととされています。また、「Tier１比率」とは、自
己資本比率算定上の基本的項目の合計額を、自己資本比率算定上の分母額で除した百分率です。

9.97

Tier1

比
率

9.79

Tier1

比
率

自
己
資
本
比
率

（単位：百万円、％）

1.30％

リスク管理債権
比率

⬅破綻先債権 0.09％

⬅3ヵ月以上延滞債権 0.05％

⬅延滞債権 1.16％

（注）金額については、単位未満を四捨五入して表示しています。したがって、内訳合計と合計欄が一致
しない場合があります。

■売買目的有価証券については保有しておりません。   

（注）1. 2012年9月末の「評価差額」及び「うち損・益」は、2012年9月末の帳簿価額（償却原価法適用後、
減損処理後）と時価との差額を計上しています。   

2. 満期保有目的の債券及び子会社・子法人等株式及び関連法人等株式に係る「貸借対照表計上額」
（帳簿価額）及び「差額」（含み損益）は以下のとおりです。

資産内容の開示

有価証券の時価情報

　総貸出金残高に占めるリスク管理債権額の割合は、2012年9月末現在
で1.30％となっております。   

（単位：百万円）

（単位：百万円）

リスク管理債権の状況

金融再生法ベースの債権区分による開示

破 綻 先 債 権
延 滞 債 権
3 カ 月 以 上 延 滞 債 権
貸 出 条 件 緩 和 債 権
合 計
貸 出 金 残 高
リ ス ク 管 理 債 権 比 率

956
12,739
763
ー

14,459
1,065,651

1.35

961
12,311
557
ー

13,830
1,058,835

1.30

2012 年 3月末項　　目 2012年 9月末

（単位：百万円、％）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危 険 債 権
要 管 理 債 権
合 計
保 全 額
保 全 率
正 常 債 権

株　式
債　券
その他

4,451
9,546
764

14,761
14,540
98.50

1,053,541

4,572
8,981
558

14,111
13,915
98.61

1,047,219

2012 年 3月末項　　目 2012年 9月末

2012年 3月末
時 価 評価差額

うち益 うち損
時 価 評価差額

うち益 うち損

2012 年 9月末

その他有価証券

2,000

315

△ 42

ー

2,000

315

△ 38

ー

ー

ー

2012 年 3月末
帳簿
価額

含み損益
うち益 うち損

帳簿
価額

含み損益
うち益 うち損

2012 年 9月末

満期保有目的債券
子会社・子法人等株式
及び関連法人等株式

貸出金

9.91 10.08

2011年3月末 2011年9月末

9.81

Tier1

比
率

9.70

Tier1

比
率

自
己
資
本
比
率

自
己
資
本
比
率

9.82 9.93

4,387
－

4,458
△ 70

276,169
14

274,226
1,929

79
－
9
70

7,982
－

8,007
△ 25

8,074
－

8,074
－

91
－
66
25

339,689
14

337,700
1,974

0

ー

42

ー

38

ー

4,467
－

4,467
－

1,342

自
己
資
本
比
率
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　お問い合わせ、その他お取引に関する様々なご相談は、お気軽に最寄り
のろうきん窓口またはフリーダイヤルへご連絡ください。
　ホームページにおいて、商品・サービスのご案内や、資料のご請求、ロー
ン返済のシミュレーション、ローン相談日時のご予約などを承っております。
ぜひご覧ください。

発行・東北労働金庫 総合企画部　2012年11月

東北労働金庫

http://www.tohoku-rokin.or.jp

0120-1919-62
い く い く にろうきん

受付時間／平日午前9時から午後5時

〒980-8661　仙台市青葉区北目町１番１５号
TEL.022-723-1111

〈ろうきん〉   できます！で

〈ろうきんローン事前審査申込〉なら、住宅や車の購入・ご家族の進学などの費用
に関するローンお借入れをインターネットで事前審査。
※事前審査の後、お借入れまでにはご来店のうえ正式な書類をご記入いただきます。

ローン事前審査がインターネットでできます

〈ろうきん〉インターネットバンキングなら、ご自宅や外出先でも、インターネット
につなげるパソコンや携帯電話があれば、24時間いつでもろうきんのサービスを
ご利用いただけます。さらに、インターネットバンキングならお得がたくさん。※1

インターネットバンキングでいつでも手続きできます

「もっと具体的に話を聞きたい」そんな方は「ローン特別相談会」をご利用ください。
事前にご予約いただきますと、待たずにご利用いただけます。インターネットまた
はご希望店舗へお電話でご予約ください。

ローン特別相談会でゆっくり相談できます

インターネットで
事前審査のお申込
ろうきんホームページから24
時間お申込みが可能です。
※メンテナンス等によりご利用
いただけない時間があります。

STEP １
事前審査結果の
ご連絡

お電話等で事前
審査結果をご連
絡します。

STEP 2
ご来店・本申込

ご本人さまご来店の上、正式書
類にご記入・必要書類をご提出
いただきます。
※事前審査お申込時とご記入内容が相違す
る場合、ご融資できない場合もあります。

STEP 3

詳しくはお近くの
ろうきん窓口にお問い合わせください。

※1  メンテナンス等により、ご利用いただけない日、時間帯がありますのでご了承ください。
※2  即時取引、予約取引の時間帯がございます。
※3  上乗せ金利幅は、市場の金利動向等により変更する場合があります。満期日以降はその
　　 時点の上乗せ幅が適用されます。

振り込み手数料が
お得

他の金融機関あてに３万円以上お振込みの場合、
窓口735円→インターネットバンキング262円と、
473円もお得！※2

お得

1
ローン繰上げ返済
手数料もお得

住宅ローンの場合、通常31,500円～2,100円必要な
手数料が無料！余裕資金ができたときの繰上げ返済
が便利にできます。

お得

2
定期預金の金利が

お得
インターネットバンキングで定期預金をお預入れ
いただきますと、店頭金利に＋年0.10％。店頭や
ＡＴＭよりお得にご利用いただけます。※3

お得

3


